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気候変動対策：緩和と適応は車の両輪

温室効果ガスの増加

化石燃料使用による 
二酸化炭素の排出など

気候変動

気温上昇（地球温暖化） 
降雨パターンの変化
海面上昇など

気候変動の影響

生活、社会、経済 
自然環境への影響

緩和
温室効果ガスの 
排出を抑制する

適応
被害を回避・ 
軽減する

緩和： 気候変動の原因となる温室効果ガスの排出削減対策

適応： 既に生じている、あるいは、将来予測される
気候変動の影響による被害の回避・軽減対策

地球温暖化対策推進法 気候変動適応法
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世界と日本の平均気温の変化(2023年まで)

◆ 2023年の日本の年平均気温は、1898年以降で一番高い値になった。
◆ 2023年の世界の年平均気温は、1891年以降で一番高い値になった。
◆ 世界の年平均気温は、100年あたり0.76℃の割合で上昇している。
◆ 日本の年平均気温は、100年あたり1.35℃の割合で上昇している。

世界の年平均気温偏差 日本の年平均気温偏差

1位：2023年（+1.29℃） 4位：2021年（+0.61℃）
2位：2020年（+0.65℃） 5位：2022年（+0.60℃）
3位：2019年（+0.62℃）

1位 2023年（+0.53℃） 4位 2019年（+0.31℃）
2位 2016年（+0.35℃） 5位 2015年（+0.30℃）
3位 2020年（+0.34℃）

※文科省、気象研究所 令和5年9月19日報道発表
「令和5年夏の大雨および記録的な高温に 地球温暖化が与えた影響に関する研究に取り組んでいます。 ―イベント・アトリビューションによる速報― 」より

出典：気象庁HP

過去５年を赤字表記にしています。

2023年7,8月の高温は、温暖化の影 
響がなければ発生し得ない事例だった※

2023年11月、産業化以前に比べて
はじめて２度以上の上昇となった！?
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すでに起こりつつある/近い将来起こりうる気候変動の影響

（出典：気候変動監視レポート2019（気象庁））

2018年7月23日の 
日最高気温
（出典：気象庁）

自然生態系

農林水産業 自然災害 健康（熱中症・感染症）

サンゴの白化ニホンライチョウの生息域減少

短時間強雨の観測回数は増加傾向が明瞭

平成30年7月には、
西日本の広い範囲で記録的な豪雨

平成30年7月
埼玉県熊谷市で観測史上最高の41.1℃を記録
7/16-22の熱中症による救急搬送人員数は過去最多

令和2年8月
静岡県浜松市で観測史上最高に並ぶ41.1℃を記録

2020年8月17日の
日最高気温
（出典：気象庁）

高温による生育障害や品質低下が発生

 既に全国で、白未熟粒（デンプンの蓄積が 
不十分なため、白く濁って見える米粒）の発 
生など、高温により品質が低下。

しろみじゅくりゅう

図 水稲の「白未熟粒」

（左）と「正常粒」（右）の断

（面写真提供：農林水産省）

 果実肥大期の高温・多雨により、果皮と果肉
が分離し、品質が低下。

うきかわ

図 うんしゅうみかんの浮皮

（写真提供：農林水産省）

図 サンゴの白化
（写真提供：環境省）

デング熱の媒介生物である 
ヒトスジシマカの分布北上

図 ヒトスジシマカ
（写真提供：国立感染症研究所 

昆虫医科学部）

図 ニホンライチョウ
（写真提供：環境省）
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具体的な適応策の例

農林水産業

■水稲
• 高温耐性品種の開発・普及
• 肥培管理、水管理等の
基本技術の徹底

■果樹
• うんしゅうみかんよりも温暖な気候 
を好む中晩柑（しらぬひ等）への 
転換

広島県 高温耐性品種「恋の予感」
出典： 農林水産省

農研機構育成品種 「しらぬひ」
出典： 農林水産省

自然災害・沿岸域

■河川
• 気候変動の影響を踏まえた 
治水計画の見直し

• あらゆる関係者との協働によ 
るハード・ソフト一体の対策 
である「流域治水」の推進

■山地（土砂災害）
• 「いのち」と「くらし」を守る 
重点的な施設整備

■沿岸（高潮・高波等）
• 粘り強い構造の堤防、胸壁
及び津波防波堤の整備

• 海岸防災林等の整備

雨水貯留施設
の整備バックウォータ―

対策

排水機場の整備

学校施設の
浸水対策

遊水地整備

河道掘削 

堤防整備・強化

雨水貯留・排水 
施設の整備

海岸保全施設の整備

森林整備・治山対策

治水ダムの 
建設・再生

利水ダム 
の活用

集水域

河川区域

リスクが低い

地域への移転 氾濫域

砂防関係施設 
の整備

水田貯留 ため池等 
の活用

リスクの高い地 
域

「流域治水」の施策のイメージ
出典： 国土交通省

健康

■暑熱
• 気象情報及び暑さ指数（WBGT）の 
提供や注意喚起、予防・対処法の普及 
啓発

• 熱中症発生状況等に係る情報提供

■感染症
• 気温上昇と感染症の発生リスクの変化の 
関係等について科学的知見の集積

• 継続的な定点観測、幼虫の発生源対策、 
成虫の駆除等の対策、感染症の発生動 
向の把握

熱中症警戒アラート（ポスター）
出展：環境省、気象庁

自然生態系

■陸域生態系
• 高山帯等でモニタリングの重点的実施・評価
• 渓畔林等と一体となった森林生態系ネットワークの形成を推進

■沿岸生態系
• サンゴ礁等のモニタリングを重点的 
実施・評価

• 順応性の高い健全な生態系の
再生や生物多様性の保全を行い、
生態系ネットワークの形成を推進

着床具に付着して成長したサンゴ 
出典： 環境省

6出典：環境省
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気候変動適応法の概要（⇔地球温暖化対策推進法）

１．適応の総合的推進
➢国は、農業や防災等の各分野の適応を推進する気候変動適応計画を策定。その進展状況について、把握・評価手
法 を開発。 （閣議決定の計画を法定計画に格上げ。更なる充実・強化を図る。）

➢気候変動影響評価をおおむね５年ごとに行い、その結果等を勘案して計画を改定。

２．情報基盤の整備

➢適応の情報基盤の中核として国立環境研究所 
を位置付け。

水農
産林
業

水

・

水
環資
境源

態然
系

自 
然 
災 
害

健 
康

・

経 
済産
活業
動

国 
民 
生 
活

３．地域での適応の強化

➢都道府県及び市町村に、地域気候変動適応計画策定
の 努力義務。

➢地域において、適応の情報収集・提供等を行う体制（
地 域気候変動適応センター）を確保。

➢広域協議会を組織し、国と地方公共団体等が連携。

４．適応の国際展開等

➢ 国際協力の推進。
➢ 事業者等の取組・適応ビジネスの促進。

コメの収量
の将来予測

砂浜消失率 
の将来予測

＜対象期間＞  

21世紀末（2081 

年～2100年）

＜シナリオ＞  

厳しい温暖化対 

策をとった場合 

(RCP2.6)

※品質の良いコメの収量

http://www.adaptation-platform.nies.go.jp/index.html

各分野において、信頼できるきめ細かな情報に基づく効果的な適応策の推進

将来影響の科学的知見に基づき、
・高温耐性の農作物品種の開発・普及

生自 ・魚類の分布域の変化に対応した漁場の整備
・堤防・洪水調整施設等の着実なハード整備
・ハザードマップ作成の促進
・熱中症予防対策の推進 等

５．熱中症対策の推進
➢ 国の対応：熱中症警戒情報・熱中症特別警戒情報の発表及び周知

➢ 熱中症対策実行計画の策定 ➢ 自治体の対応：指定暑熱避難施設、熱中症対策普及団体の指定及び活用

7出典：環境省
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気候変動適応計画の概要

目標

基本戦略

1 あらゆる関連施策に気候変動適応を組み込む

2 科学的知見に基づく気候変動適応を推進する

3 我が国の研究機関の英知を集約し、情報基盤を整備する

地域の実情に応じた気候変動適応を推進する

国民の理解を深め、事業活動に応じた気候変動適応を促進する

6 開発途上国の適応能力の向上に貢献する

7 関係行政機関の緊密な連携協力体制を確保する

事業者 国民

政府
・適応の率先実施

適応促進

適応促進

・適応行動の実施
・適応施策への協力

・事業に応じた
適応の推進
・適応ビジネスの推進

地方公共団体 ・多様な関係者の 国立環境研究所
・地域の適応の推進 ・適応の情報基盤の整備

・地域の関係者の ・地方公共団体等の
技術的援助

基本的役割

５

４
７つの基本戦略の下、関係府省庁が緊密に
連携して気候変動適応を推進

計画期間

気候変動影響による被害の防止・軽減、国民の生活の
安定、社会・経済の健全な発展、自然環境の保全及
び国土の強靱化を図り、安全・安心で持続可能な社会
を構築することを目指す

今後おおむね５年間

農

水 
産

業林

水水環
資境
源・

自 
然 
災 
害

自

生 
態

系然

経産
済業
活・
動

健 
康

気候変動の影響と適応策（分野別の例）

影響 高温によるコメの品質低下
適応策 高温耐性品種の導入

影響 土石流等の発生頻度の増加
適応策 砂防堰堤の設置等

影響 洪水の原因となる大雨の増加
適応策 「流域治水」の推進

影響 灌漑期における地下水位の低下
適応策 地下水マネジメントの推進等

影響 造礁ｻﾝｺﾞ生育海域消滅の可能性
適応策 順応性の高いサンゴ礁生態系の保全

影響 熱中症による死亡リスクの増加
適応策 高齢者への予防情報伝達

影響 様々な感染症の発生リスクの変化
適応策 気候変動影響に関する知見収集

影響 安全保障への影響
適応策 影響最小限にする視点での施策推進

PDCAサイクルの下、分野別・基盤的施策に関するKPIの設定、国・地方自治体・国民の各レベルで気候変動適応を 
定着・浸透させる観点からの指標(*)の設定等による進捗管理を行うとともに、適応の進展状況の把握・評価を実施
(*)分野別施策KPI（大項目）の設定比率、地域適応計画の策定率、地域適応センターの設置率、適応の取組内容の認知度など

進捗管理

気候変動適応に関する基盤的施策

• 気候変動等に関する科学的知見の充実及 
びその活用

• 気候変動等に関する情報の収集、整理、分 
析及び提供を行う体制の確保

• 地方公共団体の気候変動適応に関する施 
策の促進

• 事業者等の気候変動適応及び気候変動適 
応に資する事業活動の促進

• 気候変動等に関する国際連携の確保及び
国際協力の推進

熱中症対策実行計画
に関する基本的事項

実行計画の目標及び期間、実行計画に定める施策や取組（関係者の基本的役割、熱中症対策に関 
する具体的施策、熱中症対策の推進体制並びに実行計画の見直し及び評価等）を定める旨を規定

8出典：環境省
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なぜ地域ごとに適応を考える必要があるのか？

⚫ 気候変動による影響やその規模は、地域の気候条件、
地理的条件、社会経済条件等の地域特性により大
きく異なる。

⚫ 早急に対応を要する分野や重点的に対応を行う必要
のある分野も、地域によって異る。

⚫ 地域の特産品や地場産業、住民の暮らしなど、各地
域の気候と密接な関わりがある。

地域適応計画は地域の特徴をいかし、強靱で持続
可能な地域社会につなげていくための土台

地域の現状や目指したい将来の姿は、その地域のことを
真剣に考えている人だからこそ描ける。

出典：デジタル標高地形図（国土地理院）

出典：気象警報・注意報や天気予報の発表区域（気象庁）

出典：農林水産省
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地域の気候変動適応の進め方

その区域における自然的経済的社会的状況に応じ
全体で整合のとれた気候変動適応の推進

最新の科学的知見や過去の経験、統計データなどから 
区域の特徴を把握

これまでの気候変化 
や気象災害 将来の気候変動影響

自然的条件

地理的条件 
気候の特徴 

など

気候変動

人口分布 
人口構造 
産業構造 
主要産業 
など

社会経済状況

区域における優先事項を明らかにして、実情に応じた適応策を実施
➢ 個々の部局の施策を別々に検討するだけでなく、他部局の施策間のシナジーやコベネフィットも考慮することで、より効果的かつ効率的な適応策につながり 

ます。一方で、施策間で効果を打ち消し合う施策（マルアダプテーション）を回避する必要もあります。

例えば、同じ県内にあっても海がある市町村と山がある市町村では、地理的条件だけでなく主要となる産業や社会経済状況が異なり、気候変動の影響も違います。 
また、都道府県と市町村では、同じ分野の施策であっても役割が異なりますので、それぞれの所管業務に応じた気候変動適応策を実施していく必要があります。

11
出典：環境省
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地域気候変動適応計画とは

地域気候変動適応計画

気候変動適応法第十二条（平成30年12月1日施行）

都道府県及び市町村は、その区域における自然的経済的社会的状況に応じた気候変動適応に関する施策の推進を図るため
、 単独で又は共同して、気候変動適応計画を勘案し、地域気候変動適応計画（その区域における自然的経済的社会的状
況に 応じた気候変動適応に関する計画をいう。）を策定するよう努めるものとする。
※地域気候変動適応計画は、地域の実情を踏まえつつ、都道府県・市町村の判断により策定されるものです。

将来の気候変動影響に備え、その被害を防止・軽減していくためには、科学的な知見に基づき、中長期的な視点で計画的に対策を進めること 
が必要となります。 また、気候変動の影響は幅広く多様であることから、全体で整合の取れた取組を推進することが求められる一方、地域にお 
ける優先事項を明らかにし、適応を効果的かつ効率的に推進していくことが必要となります。 そのため、地域適応計画を策定し、地域の適応を
推進する上での統一した考え方や方向性を提示することが大変重要となります。

策定の主体 下記のいずれの方法でも策定ができます。
・都道府県及び市町村が、それぞれ単独で策定する。
・複数の都道府県及び市町村が共同で策定する。

対象範囲 原則として策定を行う都道府県及び市町村の区域
※区域を超えた適応策が必要となる場合は、関係する他の都道府県及び市 
町村や国等の関係者と十分に連携・協力しながら策定する必要があります。

位置づけ 「適応法第12条に基づく地域気候変動適応計画」であることを、 
計画自体に明記する、公開しているホームページに明記するなど、 
それぞれの地方公共団体の状況に応じて実施してください。

形式

気候変動適応は分野が多岐にわたり、多くの計画や部局の業務と深く関わっ 
ています。そのため、地域気候変動適応計画では、関連する計画等と連携 
し、横断的・総合的な施策を立てることができるよう、区域の状況に合わせ 
た策定の形式を検討してください。
また、重要と考えられる分野の施策を優先的に検討して地域気候変動適応 
計画を策定することもできます。まずは1分野を対象に地域適応計画を策定 
して、改定時に徐々に対象分野を広げていくことも可能です。

・独立した計画とする。
・地球温暖化対策に関する地方公共団体実行計画（区域施策編）と合 
わせて策定する。
・環境基本計画に組み込む。
・防災や農業など関連する分野の計画を地域適応計画として位置づける 。

気候変動影響評価と見直し

定期的にその時点の最新の科学的知見を収集して気候変動影響評価を行い、そ 
れに基づいて地域気候変動適応計画を見直すことで、適時的確な適応策を実施す 
ることができます。

計画策定の 
目的・意義

法に基づく地域気候変動適応計画を策定された際は、是非、下記のいずれかの機 
関にお知らせください。お知らせいただいた計画は、A-PLATの地域気候変動適応 
計画のページにリンクを掲載させていただきます。

ご連絡先）国立環境研究所 気候変動適応センター 
管轄の地方環境事務所 環境対策課

環境省 地球環境局 総務課 気候変動適応室

12出典：環境省
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全国の地域適応計画の策定状況（2024年1月現在）

13

地域気候変動適応計画策定数

都道府県  47
政令市  20
市区町村 174

  計    241

都道府県

市区町村
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全国の地域適応計画の策定状況（2023年9月現在）

14

全体（都道府県除く）
（n=145）

政令指定都市
（n=18）

中核市（n=31） その他（n=84）

図 地域適応計画の自治体規模別策定形態別割合

（参考）都道府県（n=46）

単独計画
4.1%

実行計画
の一部
58.6%

環境基本
計画の一部

37.2%

94.4
%

5.6%
3.2%

83.9%

12.9% 3.6%

46.4%50.0%

単独計画
15.2%

実行計画
の一部
63.0%

環境基本
計画の一部

21.7%

8.3%

25.0%

66.7%

特別区（n=12）

市区町村においては
「実行計画の一部」
が58.6%、 「環境基本
計画の一部」が58.6%、
単独で策定している
割合は4%。
関連する計画の策
定・改定に合わせて、
その一部として地域
適応計画の策定を
検討することで、庁
内調整等の労力を
削減できます。
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目次

15

1. 気候変動適応とは？

2. 地域の気候変動適応計画について

3. 地域適応計画策定を策定するには

•地域気候変動適応計画策定マニュアル

•地域気候変動適応計画作成支援ツール

•具体的な計画作成方法について

4. まとめ
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地域気候変動適応計画策定マニュアルの構成①

◼ 「手順編」の情報の充実を図るとともに、はじめて地域適応計画を策定される市町村において活用いただ
けるよう、基本的な手順や市町村での策定事例を「導入編」としてまとめました。

◼ 気候や気候変動影響予測、人口等のデータをひな形に自動出力する計画作成支援ツールを合わせ
てご提供しています。

16
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地域気候変動適応計画策定マニュアルの構成②

◼ 気候変動影響や適応策について理解を深めるための情報が整理されています。

17
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◆情報整理シート

【STEP2】

これまでの気候変
動 影響の整理

【STEP3】

将来の気候変動影響の整 
理

【STEP4】

影響評価の実施

【STEP５】

既存施策の気候変動影響への対 
応力の整理

【STEP６
】 適応策の
検討

分野 大項目 項目

2－1 2－2

2－1が将来どのような状況 
になるのか整理

４－１ ４－２ ５－１ ５－２

既存施策の対応力の確認にお

ける情報から、適応策の方向 
性を整理

これまでに生じ 
ている気候変 
動影響を整理

2－1の原因と 
なる気象現象 
を整理

STEP3 につい

て、重要性・緊
急性・確信度  
を整理

優先的に取り
組むとされた気
候変動影響
○：優先的に 
取り組む
－：見送り

・2 － 1 への既存

施策や過去の対 
処方法を整理
• 施策の立案の
基準となった数値

があれば整理

既 存 施 策 が 
STEP3へ十分に  
対応力を有する 
のか整理

◼ 手順編および導入編の手順に沿って、気候変動影響や適応についての情報を「情報整理シート」
で整理することができます。その情報を活用して地域適応計画の素案を作成します。

◼ 状況に合わせてアレンジすることで、関係部局から情報を収集するためのひな形としても活用いただけ
ます。

情報整理シート （EXCEL）

18
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◆庁内コミュニケーションシート

◼ 各分野の代表的な気候変動影響と適応策の理解、関係部局への話題提供や共通認識の醸成
を目的と して、新たに「庁内コミュニケーションシート」を作成しました。

全国的な影響に加えて、
「地域の影響を知る 
ためのチェック項目」 
もご活用ください。

【対象分野】
農業

林業・水産業 
水環境・水資源 
自然生態系

自然災害・沿岸域 
健康

国民生活・都市生活
チェック項目例（農業）

庁内コミュニケーションシート

19
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◆インフォグラフィック

◼ 気候変動影響や適応について、代表的な影響項目や業種別などの情報を一目で分かる様に体系的
に整理しています。

20

https://adaptation-platform.nies.go.jp/local/measures/infografic.html

https://adaptation-platform.nies.go.jp/local/measures/infografic.html
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地域気候変動適応計画作成支援ツールとは①

-各自治体の基礎情報
-地域の気候変動に関する情報・データ
-地域の気候変動影響に関する情報・データ
 の収集に活用することができる

→ツールを実行することで、各地方公共団体に合わせたデータを「ひな形編」のWORDファイ
 ルに自動で出力します。

●なにができるのか？?

URL:https://a-plat.nies.go.jp/adaptation-plat-draft-generator/
21

https://a-plat.nies.go.jp/adaptation-plat-draft-generator/
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地域気候変動適応計画作成支援ツールとは②

本ツールは、このうち主に統計データや気
候変動・影響に関するデータで構成される
章について、国等で公表している統計デー
タやA-PLAT WebGISに掲載されている
気候変動影響予測データ等のデータをグ
ラフやマップにして出力。

主に統計データや気候変動に関するデー
タで構成される章(黄色にハイライト)と、各
地方公共団体における気候変動適応施
策の方針や実施体制、適応策など施策に
関する情報等で構成される章が存在。

●地域気候変動適応計画策定
 マニュアルは・・・

22

近い将来、計画を策定される予定があり、本ツール
の活用にご興味がある方がいらっしゃいましたらぜひ
ご一報ください。ご要望に応じて、計画策定のお手
伝いをさせていただきます。
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（参考）将来の気候・気象の変化（市町村の出力例）

適応計画作成支援ツールを使うと、選択
した都道府県、市区町村の最寄りの気
象観測データ、予測データを取得可能

出典：A-PLAT 地域気候変動適応計画作成支援ツールより防府市を選択
https://adaptation-
platform.nies.go.jp/local/plan/draft_generator_explanation.html

データ例
（防府市）

23

https://adaptation-platform.nies.go.jp/local/plan/draft_generator_explanation.html
https://adaptation-platform.nies.go.jp/local/plan/draft_generator_explanation.html
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出典：A-PLAT 地域気候変動適応計画作成支援ツールより防府市を選択
https://adaptation-platform.nies.go.jp/local/plan/draft_generator_explanation.html

データ例
（防府市）

24

（参考）将来の気候・気象の変化（市町村の出力例）

https://adaptation-platform.nies.go.jp/local/plan/draft_generator_explanation.html
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地域気候変動適応計画策定/変更の流れ（手順編・導入編）

主幹部局が中心となって実施するSTEP

主幹部局と関連部局が中心となって 実
施するSTEP

【STEP1】 地域気候変動適応計画策定/変更に向けた準備

〇気候変動への適応の方針や目標の検討/見直し 

〇地域適応計画の形式の検討/見直し

〇計画期間/見直し時期の設定

○計画策定/変更のスケジュール

○基礎情報（地理的条件、社会経済状況等）の整理/更新

○区域の気候・気象（気温や降水量など）の特徴の整理・更新

各STEPの実施内容

【STEP8】 地域気候変動適応計画の進捗状況の確認

地域適応計画に取りまとめた適応策の実施状況を確認

【STEP7】 適応策の取りまとめと地域気候変動適応計画の策定

STEP 1～STEP 6で整理した情報を取りまとめ、地域適応計画を策定

【STEP6】適応策の検討

STEP 5で「新規または追加的な施策が必要」とされた気候変動影響に対し、具体的な適応策の情報を収集し、 

今後の対応を検討

【STEP5】既存施策の気候変動影響への対応力の整理

地方公共団体において優先度の高い気候変動影響を対象に、それぞれに関連する既存施策の情報を収集し、将来影響
への施策の対応力を整理

各分野の気候変動影響について評価を実施し、地方公共団体において優先度の高い分野や項目を特定

将来想定される気候変動影響の情報を収集・整理

実施 
時期

地 
域 
気 
候 
変 
動 
適 
応 
計 
画 
の 
策 
定
／ 
変 
更 
時

1
 
2ご～ 

と
年

定 
期 
的 
に 
見 
直 
し

【STEP2】これまでの気候変動影響の整理 ステージ1 ステージ2 ステージ3

これまでに、気候の変化や気象現象（高温、大雨等）によって生じたと考えられる影響の事例、および影響の原因となった 
気象現象を整理

【STEP3】将来の気候変動影響の整理 ステージ1 ステージ2 ステージ3

【STEP4】影響評価の実施 ステージ1 ステージ2 ステージ3

ステージ1 ステージ2 ステージ3

もSTEPは同じです。
手順編のステージ１を中心に、
基本的な策定方法※を抜粋し、 
解説しています。

※ 比較的容易に情報を入手しやすい国 
や都道府県の資料等を活用して計画 
を策定する方法

手順編

導入編

25
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適応計画の構成例（適応計画マニュアル ひな形より抜粋）

出典：地域気候変動適応計画策定マニュアル ひな形編（環境省 令和5年3月）
https://adaptation-platform.nies.go.jp/local/plan/manual.html

26

→自分の地域の特徴等を

整理する。

→優先的に取り組む気候変

動影響を記載する。

→これまで及び将来の気候
変動影響と、その影響に対す
る適応策を記載する。

地域気候変動適応計画作

成支援ツールの活用

https://adaptation-platform.nies.go.jp/local/plan/manual.html
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実行計画に組み込む場合の構成例（実行計画実施マニュアルより抜粋）

出典：地方公共団体実行計画（区域施策編）策定・実施マニュアル（本編）（環境省 令和5年3月）
 １．はじめに～地域脱炭素の取組を進めるためのメッセージ～
https://www.env.go.jp/policy/local_keikaku/h_manual/k1.html#b1-4

緩和策

④と⑤の間に適応
計画として新たな
章を組み込む

実行計画＆適応計画に共通の項目

27

https://www.env.go.jp/policy/local_keikaku/h_manual/k1.html#b1-4
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（参考）山口県のこれまでの変化と将来予測

28
出典：山口県気候変動適応センター   
やまぐち気候変動適応情報プラットフォーム https://yplat-ylccac.hub.arcgis.com/

1967年~の気温上昇の年平均気温の変化率
は、山口市ではおよそ２℃の変化が認められる。

気温上昇幅はシナリオに応じて大きく変化する。

これまでの変化 将来予測(年平均気温）2080年～2100年の平均

山口県では、県内における「気候変動影響」及び「気候変動適応策」に関する情報を収集・発信するた
めのプラットフォームを構築。過去から現在までの気温の変化や、数十年後の気温を予測した結果等を閲
覧することが可能

（山口市）

1990年～2006年の平均（実測値）

予測データ：
気象庁

2℃上昇シナリオ 4℃上昇シナリオ
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（参考）これまでおよび将来の気候の変化（山口県）

出典：気象庁 日本の気候変動2020 都道府県版リーフレット、山口県版より抜粋
https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/gw_portal/region_climate_change.html

2℃上昇シナリオ
(RCP2.6)

21世紀末の世界平
均気温が工業化以前
と比べて約2℃上昇。
パリ協定の2℃目標が
達成された世界。

4℃上昇シナリオ
(RCP8.5)

21世紀末の世界平
均気温が工業化以前
と比べて約4℃上昇。
追加的な緩和策を取
らなかった世界。

29
⇒下関地方気象台に相談

https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/gw_portal/region_climate_change.html
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優先度の高い分野や項目の特定

＜特定する観点（コツ）＞

1）国の気候変動影響報告書や山口県気候変動適応計画の気候変動影響評価を活用して優先度
の高い分野や項目を特定する。

2）各市町において、気候変動によると考えられる影響がすでに生じている、あるいは地域特性を踏ま
えて重要と考えられる項目を特定している市町村の事例も複数あります。

各分野の気候変動影響の評価を実施し、地方公共団体において優先度の高い分野や項
目を特定します。

出典：環境省（2023）「地域気候変動適応計画策定マニュアル－導入編－「【STEP 4】 影響評価の実施」」https://adaptation-platform.nies.go.jp/local
/plan/manual/d1.html

マニュアル
導入編

自分の市町で、優先度の高い分野や項目をどのように選んだらよいのか？

特定する際のコツがあります

30
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優先度の高い分野や項目の特定 1）国の気候変動影響報告書

後日「気候変動影響評価報告書」の内容も
ぜひ確認してみてください。

→【該当分野】
…「重大性」「緊急性」「確信度」の全てが●の項目を抜粋

農業
 水資源
 自然生態系
（特に陸域生態系、沿岸生態系）
 自然災害
 健康（特に暑熱）
 都市インフラ・ライフライン等

出典：気候変動影響評価報告書 総説（環境省 令和2年12月）
結果一覧：p43~44
https://www.env.go.jp/content/900516663.pdf

■国の「気候変動影響評価報告書」において、「重大性」「緊急性」「確信度」が特に大きい、あ
るいは高いと評価されている分野を確認する。

31

https://www.env.go.jp/content/900516663.pdf
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優先度の高い分野や項目の特定 2）山口県気候変動適応計画

■県の地域適応計画において重要性が高いと考えられている分野・項目を確認する。

山口県の適応計画では、
国の適応計画に記載して
ある、農林水産業、水環
境・水資源、自然生態系、
自然災害・沿岸域、健康、
産業・経済活動、県民生
活、の各分野の適応策を
記載しています。

出典：山口県地球温暖化対策実行計画(第2次計画改定版）（令和5年3月）
https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/38/20644.html

32

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/soshiki/38/20644.html
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優先度の高い分野や項目の特定 3）地域特性を踏まえる

出典：農林水産省、山口県の農林水産業の概要（令和5年版）
https://www.maff.go.jp/j/kanbo/tiho/attach/pdf/todouhuken_gaiyou-33.pdf

各市町において、気候変動によると考えられる影響がすでに生じている、あるいは地域特性
を踏まえて重要と考えられる項目を特定し、優先度が高い分野・項目とする方法もあります。

33

https://www.maff.go.jp/j/kanbo/tiho/attach/pdf/todouhuken_gaiyou-33.pdf


CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

（参考）地域特性を踏まえた計画策定事例 

34

■気候変動によると考えられる影響がすでに生じている、あるいは地域特性を踏まえて重要と考え
られる分野、項目を選定する

事例：川西町地球温暖化対策実行計画（令和5年3月策定 山形県川西町）

地域特性（社会的特性）として、米を基幹作物として、畜産・野菜・花き・果樹
などを組み合わせた農業生産を展開し、畜産も盛んであると記載

農業・林業分野の適応策における重点施策として以下を記載
温暖化に対応した栽培技術の導入、家畜の飼育方法の開発

https://www.town.kawanishi.yamagata.jp/machinojoho/seisaku/ondankakeikaku.html

https://www.town.obuse.nagano.jp/docs/49288.html

https://www.town.kawanishi.yamagata.jp/machinojoho/seisaku/ondankakeikaku.html
https://www.town.obuse.nagano.jp/docs/49288.html


CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

（参考）他の自治体はどの分野を選定しているか？

■自治体規模別対応分野（計画への記載割合）

農業・
林業・
水産業

水環境・
水資源

自然
生態系

自然
災害・
沿岸域

健康
産業・
経済活動

国民生活・
都市生活

全体
（都道府県
を除く）

69.9% 56.2% 61.0% 92.5% 95.9% 36.3% 55.5%

政令指定
都市

88.9% 77.8% 94.4% 100% 100% 50.0% 83.3%

特別区 8.3% 41.7% 16.7% 75.0% 100% 33.3% 66.7%

中核市 74.2% 58.1% 67.7% 90.3% 96.8% 41.9% 64.5%

その他 72.9% 52.9% 57.6% 94.1% 94.1% 31.8% 44.7%

（参考）
都道府県

97.8% 91.3% 95.7% 95.7% 95.7% 76.1% 78.3%

⚫ 各地域適応計画における対応分野
を集計した結果、いずれの自治体
規模においても、「自然災害・沿
岸域」「健康」の2分野を対象とす
る割合が高かった。

⚫ これは、災害や熱中症など、この2
分野に関連する影響が、市民の生
活や企業等の事業活動に直結する
ことから、自治体における優先度
が高いためであると考えられる。

※ 朱色の網掛けが上位2分野、青い網掛けが下位2分野

出典：国立環境研究所気候変動適応センター（2023年6月）「地域気候変動適応計画策定時の負担軽減ポイント」
https://adaptation-platform.nies.go.jp/local/plan/files/plan_formulation-revision/01-burden-reduction.pdf

35



CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

これまで(過去～現在)の気候変動影響を把握する

山口県地域適応計画 庁内コミュニケーション
シート

気候変動影響評価
報告書 概要版
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CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

将来の気候変動による影響を把握する

■影響評価モデル等により様々な将来予測の研究成果が蓄積されています
■その成果を分かりやすくまとめた報告書等や、A-PLAT コンテンツを活用し
て把握する事が考えられます

将来の気候変動による影響をどのように把握したらよいか？

山口県地域適応計画 庁内コミュニケーション
シート

気候変動影響評価
報告書 概要版
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CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

これまで及び将来の気候変動影響を調べる①

<参考資料>

気候変動影響評価報告書（総説）（環境省 令和2年12月）
https://www.env.go.jp/content/900516663.pdf 
（気候変動影響の総合的な評価についての報告書です）

気候変動影響評価報告書（概要版）（環境省 令和4年3月）
https://www.env.go.jp/content/900440669.pdf
（影響評価の各分野の項目を1ページずつのスライドでまとめています）

近隣の地域気候変動適応計画（A-PLAT）
山口県内では山口県、下関市、宇部市の計画を掲載
山口県、下関市が実行計画に適応計画を組み込んでいます（R6.1.29現在）
https://adaptation-platform.nies.go.jp/local/plan/list.html

やまぐち気候変動適応情報プラットフォーム（YPLAT)

山口県内における「気候変動影響」及び「気候変動適応策」に関する情報を収集・発信

https://yplat-ylccac.hub.arcgis.com/

庁内の関連計画、統計資料、研究機関の成果資料

38

https://www.env.go.jp/content/900516663.pdf
https://www.env.go.jp/content/900440669.pdf
https://adaptation-platform.nies.go.jp/local/plan/list.html
https://yplat-ylccac.hub.arcgis.com/


CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

これまで及び将来の気候変動影響を調べる②

<参考資料>A-PLATより提供

インフォグラフィック（イラストを多用し、7分野の代表的な項目の
適応策について、「影響の要因⇒現在の状況と将来予測⇒適応策」
の関係性を示しています）
https://adaptation-platform.nies.go.jp/local/measures/infographic/index.html

現在（1981-2000年）との比較

データ例
熱中症
搬送者数
（防府市）

地域気候変動適応計画作成支援
ツール（都道府県あるいは市町村単
位の気候変動影響予測について代表
的な項目のデータを提供）
https://adaptation-
platform.nies.go.jp/local/plan
/draft_generator_explanation.
html

2℃上昇シナリオ 4℃上昇シナリオ
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https://adaptation-platform.nies.go.jp/local/measures/infographic/index.html
https://adaptation-platform.nies.go.jp/local/plan/draft_generator_explanation.html
https://adaptation-platform.nies.go.jp/local/plan/draft_generator_explanation.html
https://adaptation-platform.nies.go.jp/local/plan/draft_generator_explanation.html
https://adaptation-platform.nies.go.jp/local/plan/draft_generator_explanation.html


CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

（参考）自然災害分野への影響（平成30年7月豪雨（西日本豪雨））

出典：山口県 平成30年7月豪雨における課題の検証についての結果報告（平成31年3月）
https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/uploaded/attachment/20095.pdf

■平成30年7月豪雨（西日本豪雨）による
 県内被害状況 温暖化がこの豪雨の

発生確率に与えた影
響を気象庁が評価

50年に一度の
大雨の発生確
率が約3.3倍に

地球温暖化の影響

参考：気象庁
https://www.mri-
jma.go.jp/Topics/R02/021020/press_rele
ase021020.pdf
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CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

（参考）健康分野への影響（暑熱による影響）

41
出典：（左右グラフ）総務省消防庁資料（https://www.fdma.go.jp/disaster/heatstroke）をもとにCCCAが作成

※2010-2014 及び2020年は5月のデータなし

熱中症による救急搬送人員数の経年変化

• 毎年全国で4万人以上の熱中症救急搬送数が発生

• 今年度の熱中症救急搬送者数(5~9月)は91,467人

• 今夏（6～8月）の日本の平均気温は1898年の統計開始以降、最高に

（平年比＋1.76℃）

• 今後、気候変動による更なる増加が危惧
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※2010-2014 及び2020年は5月のデータなし
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CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

適応策を検討する

出典：地域気候変動適応計画策定マニュアル-手順編-（環境省 令和5年3月）に加筆

https://adaptation-platform.nies.go.jp/local/plan/files/manual/01_manual.pdf

■既存の施策では対応が不十分と判断される場合は、新たな施策を検討する。
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CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

出典：環境省「地域気候変動適応計画策定マニュアル 適応オプション一覧（2023年7月21日差替版）」https://adaptation-
platform.nies.go.jp/local/plan/files/manual/07_option_list.xlsx

A-PLAT「地域適応計画に記載のある適応策一覧（2022年12月17日版）」https://adaptation-
platform.nies.go.jp/local/measures/file/list_local_adaptation_plan_2022_12.xlsx

まず山口県地球温暖化対
策実行計画（p74～
86）を確認する

♦庁内コミュニケーションシート
♦インフォグラフィック県計画の項

目以外を調
べる場合

♦適応オプション一覧
♦地域適応計画に記載のあ
る適応策一覧

更に詳しく

43

適応策の抽出方法

https://adaptation-platform.nies.go.jp/local/plan/files/manual/07_option_list.xlsx
https://adaptation-platform.nies.go.jp/local/plan/files/manual/07_option_list.xlsx


CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

（参考）やまぐち気候変動適応策MAP

出典：山口県気候変動適応センター   
やまぐち気候変動適応情報プラットフォーム https://yplat-ylccac.hub.arcgis.com/

44

■やまぐち気候変動適応情報プラットフォームでは、県内の気温変化や降水量変化の状況と将来予測
と共に県内の適応策を集約したマップを公開。



CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

（参考）農業分野の適応策

出典：山口県農林総合技術センター
（左グラフ） https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/uploaded/attachment/61304.pdf
（右写真）
https://services7.arcgis.com/gX0pJ4cKNfqZlpio/arcgis/rest/services/survey123_d98b903c554b
44d393100ad52f1280a3_results/FeatureServer/0/47/attachments/18

⚫ リンドウの高温期の切り花品質向上
対策や耐暑性品種の育成

切り花リンドウは、高温期に花弁着色障
害の発生が増加する傾向にある。

⇩
遮光処理により軽減
また、耐暑性を有する「西京の白露」お
よび「西京の瑞雲」を育成

⚫ 高温耐性米の栽培等

• 高温による障害の少ない品種の
選定（恋の予感）

• 「恋の予感」の多収性と品質を
維持する安定栽培体系の確立

出典：山口県農林総合技術センター
https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/uploaded/attachment/61304.pdf

45



CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

どのように庁内関係部局と調整をしたらよいか？

他県の市町で地域気候変動
適応計画を作成された時の「ノ
ウハウ」が整理されています。

「地域気候変動適応計画策定
に向けた課題・ノウハウ集」

（制作：気候変動適応関東
広域協議会）

【出典】気候変動適応関東広域協議会「地域気候変動適応計画策定に向けた課題・ノウハウ集」https://adaptation-platform.nies.go.jp/moej/action_plan/file/kanto/03-01.pdf
国立環境研究所「実例に基づく！庁内関連部局からの情報収集ガイド」https://adaptation-platform.nies.go.jp/local/plan/files/plan_formulation-revision/03-information-gathering-guide.pdf

実例に基づく！

庁内関連部局からの
情報収集ガイド

46

https://adaptation-platform.nies.go.jp/moej/action_plan/file/kanto/03-01.pdf


CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

情報収集・整理の二つの方法と流れ

【出典】 国立環境研究所「実例に基づく！庁内関連部局からの情報収集ガイド」https://adaptation-platform.nies.go.jp/local/plan/files/plan_formulation-revision/03-information-gathering-guide.pdf
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CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

各部局の既存施策の整理方法（ノウハウ集より）

出典：気候変動適応関東広域協議会「地域気候変動適応計画策定に向けた課題・ノウハウ集」

https://adaptation-platform.nies.go.jp/moej/action_plan/file/kanto/03-01.pdf 48

https://adaptation-platform.nies.go.jp/moej/action_plan/file/kanto/03-01.pdf


CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

適応策を調べる

<参考資料>

庁内コミュニケーションシート（環境省）
https://adaptation-
platform.nies.go.jp/local/plan/files/manual/06_communication_sheet.pdf

インフォグラフィック（A-PLAT）
https://adaptation-
platform.nies.go.jp/local/measures/infographic/index.html

適応オプション一覧（EXCEL)（環境省）
https://adaptation-platform.nies.go.jp/local/plan/manual.html

地域適応計画に記載のある適応策一覧（EXCEL) （A-PLAT）
https://adaptation-platform.nies.go.jp/local/measures/index.html

国の適応計画に記載のある適応策一覧（EXCEL) （A-PLAT）
https://adaptation-platform.nies.go.jp/local/measures/index.html

適応策を分野別・影響別に一覧化

他の自治体の適応
策を参照できます
地域別・分野別等
で絞り込みが可能

環境省、農水省、
国交省等、各関係
省庁の適応策を参
照できます

代表的な分野について、気候変動影響や適
応策等をスライド形式でまとめています

■新たな施策の検討に当たっては、なるべく多くの適応策を参照する。
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CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

目次

50

1. 気候変動適応とは？

2. 地域の気候変動適応計画について

3. 地域適応計画策定を策定するには

•地域気候変動適応計画策定マニュアル

•地域気候変動適応計画作成支援ツー
ル

•具体的な計画作成方法について

4. まとめ



CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

まとめ
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1. すでに気候変動の影響は出始めている

⇒気候変動の影響はすでに現れている。

⇒地域ごとに地理・気候・文化・社会経済などの状況は様々。
   地域ごとに気候変動影響や取り組む適応策は変わってくる。

2. 地域の実情に応じて計画を作る

⇒地域適応計画は単独で策定しなくてもOK。実行計画や環境基本計画と一体的に策
定することが効率的かつ一般的。今がチャンス。

⇒計画の内容は網羅的である必要はなく、地域の重要課題に焦点を当てることが重要。

3. 困ったら

⇒山口県気候変動適応センター、国立環境研究所気候変動適応センターにご相談くだ
さい。

※地域適応計画策定は、単なる温暖化対策ではなく、持続可能なまちづくり向けた取組。

①地域の弱点を把握し、②地域の将来像を描き、③将来像に向かって行動することの指針に
なり得る。計画の策定はゴールではなくスタート、まず一歩を！

地域適応計画の策定は、地域の未来を考える「地域創生」の取組！



ご清聴ありがとうございました！

@APLAT_JP

気候変動適応情報プラットフォーム A-PLAT

CCCAが運営するTwitter, Facebook, Youtubeを是非ご覧ください！

A-PLAT更新情報, 独自のコンテンツ紹介, 職員の活動内容を随時発信しています。

フォロー、いいね！などの応援を宜しくお願い致します。

@APLAT.JP

52

メールでのお問い合わせは
こちらまで⇒a-plat@nies.go.jp

https://twitter.com/APLAT_JP
https://www.youtube.com/channel/UCYy-YwbZEFNwVpWDwr2zJew
https://www.facebook.com/APLAT.JP
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